
第 106 回  学長定例記者会見 発表事項４    

平成３１年１月２５日 

 

 

平成３０年度 広島大学ＤＰ（Distinguished Professor）・ＤＲ

（Distinguished Researcher）を認定しました 

 

 

広 島 大 学 で は 、「 特 に 優 れ た 研 究 を 行 う 教 授 職 （ DP ： Distinguished 

Professor）」 お よ び 「 特 に 優 れ た 研 究 を 行 う 若 手 教 員 （ DR： Distinguished 

Researcher）」の認定制度により、重点的に研究支援を行っています。 

 

 平成３０年度は、ＤＰ４人・ＤＲ８名を認定しました。（別紙参照） 

 

 ＤＰ・ＤＲの認定は、発表論文のインパクトファクター、外部資金獲得状況、

特に優れた業績を上げた研究者に与えられる学術賞受賞歴などのエビデンス（客

観的証拠）など分野特性に応じて多面的な指標により選定しています。 

 ＤＰ・ＤＲに認定されると、特にＤＲに対して、サバティカル制度の積極的運

用を通じて海外での研究活動を支援するなど、研究者として研究に専念できる環

境下で自立した研究活動を展開するための支援を行います。 

 今回新たに認定したＤＰ・ＤＲの任期は、ＤＰが１０年間、ＤＲが３年間です。 

 なお、認定式を平成３１年１月２８日（月）１６時から広島大学中央図書館ラ

イブラリーホールにて執り行う予定。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

学術室 研究企画室 

室長 小左古 学 

TEL:082-424-5860  FAX:082-424-4592 

 

【制度の趣旨】 

 広島大学の研究力強化にあたっては、研究拠点形成と共に個々の研究者による

活発な活動が不可欠であり、優れた人材の確保と的確な研究支援を組織的に機能

させる必要があります。この目的の達成のため、重点的に取り組むべき研究を行

う特に優れた教授職をＤＰとして、また、将来ＤＰとして活躍しうる若手人材が

研究に専念できる環境を創出するため、特に優れた若手教員をＤＲとして認定す

る制度を、平成２４年度に創設。 



平成３０年度認定 ＤＰ及びＤＲ一覧 

～DP：Distinguished Professor（特に優れた研究を行う教授職）４名～ 

 

荒見 泰史 教授（53 歳） 【 大学院総合科学研究科 中国文学 】 

敦煌
とんこう

学研究に関する世界的な研究者。膨大な漢籍資料、各地に点在する石碑資料及び

日本の古
こ

鈔
しょう

本
ほん

と儀礼などを対比させた敦煌文献の解読と、そこから俯瞰的に見た中

国社会の読み解きなど、国内外で高く評価されている。敦煌学国際連絡委員会・幹事。 

 

小島 由継 教授（62 歳） 【 自然科学研究支援開発センター 水素機能材料 】 

アンモニアを水素貯蔵材料とする革新的研究の第一人者。アンモニアから燃料電池自

動車用高純度水素燃料を高効率で製造するための要素技術やアンモニアを安全・安心

に利用するための吸蔵材料を開発するなど、社会に大きなインパクトを与えている。 

 

浮穴 和義 教授（47 歳） 【 大学院総合科学研究科 基礎生物学 】 

本能行動の発現メカニズムに関する総合科学研究を推進し、約 10 年ぶりとなる新規

脳内因子を発見。また、その生理機能が食欲調節やエネルギー代謝調節であることを

見出すなど、生物系分野において、国内外で高く評価されている。 

 

川上 秀史 教授（59 歳） 【 原爆放射線医科学研究所 分子疫学研究 】 

神経変性疾患の原因遺伝子の解明に尽力し、特に筋萎縮性側索硬化症(ALS)の原因遺

伝子 optineurin の同定やパーキンソン病の感受性遺伝子の同定など、社会に大きな影

響を与える優れた成果が国内外から高く評価されている。 

   

～DR：Distinguished Researcher（特に優れた研究を行う若手教員）８名～ 

角谷 快彦 

准教授（42 歳） 

社会科学研究科 

ミクロ経済学を応用した実証

研究（介護行動、医療行動等） 

中尾 敬 

准教授（40 歳） 

教育学研究科 

自発的脳活動と心的機能

との関連の解明 

宮岡 裕樹 

准教授（38 歳） 

自然科学研究支援 

開発センター 

軽元素を用いた次世代エネル

ギー/物質変換技術の研究 

金田一  智規 

助教（42 歳） 

工学研究科 

細菌を利用した排水処理

システムの開発 

佐久間  哲史 

講師（34 歳） 

理学研究科 

ゲノム編集に関する新技

術を数多く開発 

水沼 正樹 

准教授（45 歳） 

先端物質科学

研究科 

世界初、生物の細胞周期と

寿命制御機構発見による

日本学術振興会賞受賞 

岡田 賢 

講師（45 歳） 

医歯薬保健学

研究科 

原発性免疫不全症の発症

分子基盤の解明、および、

診断・治療法の開発 

宮本 達雄 

准教授（40 歳） 

原爆放射線医

科学研究所 

染色体不安定性遺伝病の

分子細胞生物学研究 

※年齢は平成 31 年 1 月 25 日現在 

別 紙 



 

 

 

 

 

平成２７年度認定 ＤＰ一覧 

 

DP：Distinguished Professor（特に優れた研究を行う教授職） 

配属 職名 氏名 

大学院先端物質科学研究科 特任教授 高畠 敏郎 

大学院理学研究科 教授 深澤 泰司 

学術室／大学院理学研究科 理事／教授 山本 陽介 

大学院理学研究科 教授 井上 克也 

大学院工学研究科 教授 都留 稔了 

大学院医歯薬保健学研究科（医） 教授 大段 秀樹 

大学院医歯薬保健学研究科（医） 教授 今泉 和則 

脳・こころ・感性科学研究センター 特任教授 山脇 成人 

                   計８名          

 

 

 

平成２５年度認定 ＤＰ一覧 

 

DP：Distinguished Professor（特に優れた研究を行う教授職） 

配属 職名 氏名 

大学院工学研究科 教授 大下 浄治 

医療政策室 特任教授 神谷 研二 

大学院先端物質科学研究科 教授 黒田 章夫 

大学院理学研究科 教授 杉立 徹 

大学院医歯薬保健学研究科（医） 教授 茶山 一彰 

HiSIM 研究センター 特任教授 三浦 道子 

大学院医歯薬保健学研究科（医） 教授 安井 弥 

                   計７名          

 

 

参 考 


